
①学科別回答率

対象者数 回答数 回答率

7821 4355 55.7%

1541 738 47.9%

975 432 44.3%

874 368 42.1%

1701 592 34.8%

676 285 42.2%

2482 781 31.5%

7 2 28.6%

3602 1022 28.4%

2450 541 22.1%

2728 1648 60.4%

1027 477 46.4%

25884 11241 43.4%

所属 開期 授業内容 授業運営 学習環境 総合評価
4.14 4.06 4.24 4.12
4.25 4.21 4.44 4.26
4.39 4.35 4.53 4.46
4.19 4.06 4.38 4.19
4.21 4.15 4.35 4.21
4.05 4.00 4.18 3.98
4.18 4.21 4.49 4.15
4.37 4.49 4.53 4.52
4.17 4.06 4.36 4.17
4.16 4.17 4.41 4.14
4.20 4.16 4.23 4.15
4.45 4.49 4.56 4.55
4.42 4.28 4.49 4.39
4.23 4.20 4.28 4.20
4.33 4.31 4.33 4.34
4.29 4.22 4.32 4.30
4.31 4.25 4.32 4.32
4.38 4.36 4.31 4.28
4.50 4.42 4.57 4.60
4.77 4.48 4.50 4.86
4.47 4.40 4.49 4.50
4.08 4.05 4.24 4.16
4.61 4.62 4.68 4.65
4.11 4.12 4.26 4.16
4.14 4.13 4.29 4.22
4.26 4.19 4.39 4.26
4.13 4.13 4.40 4.16
3.72 3.76 4.33 3.44
4.19 4.14 4.39 4.16
4.18 4.10 4.24 4.12
4.50 4.59 4.57 4.77
4.56 4.45 4.60 4.64
4.33 4.26 4.39 4.35
4.05 3.86 4.06 3.98
4.15 3.92 4.21 4.14
4.12 3.90 4.17 4.10
4.04 3.88 4.24 4.01
4.32 4.35 4.54 4.54
3.89 3.61 4.44 3.75
4.04 3.89 4.26 4.03
4.19 4.09 4.29 4.28
4.71 4.64 3.83 4.72
4.52 4.43 4.64 4.60
4.31 4.21 4.38 4.39
3.95 3.86 4.05 3.94
4.32 4.12 4.60 4.33
4.20 4.02 4.41 4.17
4.04 3.92 4.18 4.02

国文学科

平成27年度春期　授業改善アンケートの実施について

所属
春期

学士課程基幹教育

資格（教職・学芸員・社教・司書）

授業内容（質問1～4）、授業運営（質問5～10）、学習環境（質問11）、総合評価（質問12）の区
分で平均を算出しております。

国際英語学科

心理学科

ライフプランニング学科

被服学科

インテリアデザイン学科

児童学科

資格（教職）

健康栄養学科　管理栄養士専攻

健康栄養学科　食物栄養専攻

合計

②授業形態別回答結果（一覧）

授業形態

全体 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
D 2以上の方法の併用
全科目の平均

学士 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
D 2以上の方法の併用
全科目の平均

資格 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
全科目の平均

国文 春期
A 講義
B 演習
全科目の平均

全科目の平均

心理 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
全科目の平均

国際 春期

A 講義
B 演習
D 2以上の方法の併用

ライフ 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
全科目の平均

被服 春期

A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技
全科目の平均

児童 春期
A 講義
B 演習
全体の平均

全科目の平均
A 講義
B 演習
C 実験・実習または実技

資格
（児童）

春期

A 講義
B 演習
D 2以上の方法の併用

B 演習
C 実験・実習または実技

健管 春期

健食 春期

全科目の平均

全科目の平均
A 講義

平成 27 年度春期「授業改善のためのアンケート」の実施について 
  
 

（１）調査の目的 
 

本学において開講されている授業の実態を客観的に把握し、授業改善のための

基礎的な資料を収集することを目的とします。今回得られた結果を今後の授業

計画・運営に反映させ、より良い授業作りを目指そうとするものです。 

 
（２）調査対象科目 
 

・春期開講科目（卒論関係の演習科目を除く） 
 

（３）調査期間 平成 27 年 7 月 16 日（木）～8 月 11 日（火） 
 

（４）調査方法 
 

・大学事務局より学生へ当該アンケートの回答期間・回答方法についてキャンパ

スビジョン・掲示にて告知 ※掲示内容は裏面の通り 
・調査結果は事務局において機械的に集計 
・科目ごとの集計結果を科目担当者に返却 
・調査結果の分析は FD･SD 活動推進委員会が行なう 
 

（５）調査項目 
 

（授業内容） ①授業内容はシラバスに沿ったものだったか 
  ②授業の進め方は内容を理解するのに適切だったか 
  ③授業の内容に興味・関心があり、さらに深く学びたいと思ったか 
  ④授業を通して新しい知識や技能、考え方などが習得できたか 
（授業運営） ⑤教員の話し方は聞き取りやすかったか 
  ⑥板書やパワーポイントは見やすかったか 
  ⑦私語等への対応により授業に集中できる環境、学びやすい雰囲気が作られたか 
  ⑧授業はよく準備・計画されていたと思うか 
  ⑨理解度など、学生の反応を見ながら授業が進められていたか 
  ⑩この科目のねらいとするところは理解できたか 
（学習環境） ⑪クラスサイズ、教室環境（広さ、照明、機材など）は適切か 
（総合評価） ⑫この科目を受講してよかったか、何か得るものはあったか 
（自由記述） ⑬その他、この授業についての要望・改善の提案などを自由に書いてください。 
 

（６）調査結果の公開 ・公開内容：集計結果及び調査結果報告書 
・公開方法：①印刷物をラーニングサポート・教育企画課に配備、②学生・教員

のみ閲覧可の Web 上に掲載 
・公開目的：回答した学生に対してその結果をフィードバックすることにより、 

学生に評価者としての自覚と成長を促すとともに、次年度の受講登

録の参考とさせる。また、結果の公開により、大学全体で情報を共

有し、個人レベルの授業改善にとどまることなく、大学をあげてよ

り良い授業へと展開することを目指す。 

 


